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本日、ここに、令和３年第６回羽咋市議会定例会が開かれるに

あたり、提出議案の大要と当面する諸課題への取り組みについて、 

ご説明いたします。 

 

はじめに、令和４年度の予算編成方針について、ご説明いたし

ます。 

国の「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」において、日

本経済は新型コロナウイルス感染症を機に、デジタル技術を活用

した柔軟な働き方、環境問題への意識の高まり、地方での暮らし

への関心の高まりなど、未来に向けた変化が大きく動き始めてい

るとしています。 

この変化を的確に捉え、ポストコロナの持続的な成長基盤を確

立するため、「グリーン社会の実現」、「官民挙げたデジタル化

の加速」、「日本全体を元気にする活力ある地方創り」、「少子

化を克服・子供を産み育てやすい社会の実現」の４つを、成長を

生み出す原動力として重点的に推進するとしています。 

本市におきましても、長期化する新型コロナウイルス感染症の

拡大は、市民の日常生活や経済活動に甚大な影響を及ぼしており、

引き続き、感染拡大防止や地域経済対策に取り組むとともに、加

速したテレワーク、キャッシュレス決済などの働き方や生活様式

の新たな変化を契機と捉え、デジタル社会に対応するデジタルト

ランスフォーメーションを積極的に推進する必要があります。 

 



   

 

  

これらの背景をもとに、本市の令和４年度予算編成方針といた

しましては、新型コロナウイルス感染症への適切な対応を行うと

ともに、「第６次羽咋市総合計画」、「第２期羽咋市総合戦略」

などを基に、将来にわたって安全・安心な活力ある地域経済・社

会の構築につなげていきます。 

具体的には、羽咋駅周辺整備や千里浜インターチェンジ周辺整

備による、まちなかの賑わい創出と魅力の発信、ＩＣＴなどの新

技術を活用するスマートシティの推進、移住・定住・就労支援の

強化、出会いから子育てまでの切れ目ない支援、全国トップクラ

スの高い学力の維持・向上にむけた教育環境の充実、高齢者など

の生活支援体制の構築、防災体制の強化による安全・安心なまち

づくりの推進など、持続可能なまちづくりの施策を、官民連携、

技術革新、協働を核として展開していきます。 

また、新型コロナウイルス感染症に伴う地域経済・市民生活へ

の影響を鑑みつつ、ポストコロナを見据えた施策を展開し、デジ

タル化をはじめとした、「新たな日常」の実現を積極的に推進し

ていきます。 

さらに、今後予定される国の経済対策や補正予算の動向を見極

め、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策や市内事業者の経済

活動の回復、市民生活の支援に向け、スピーディーかつ切れ目の

ない事業実施を目指すとともに、経営の合理化を推進し健全財政

の維持を図っていきます。 

 



   

 

  

次に、新型コロナウイルスワクチン接種について、ご説明いた

します。 

１２歳以上の市民を対象としたワクチン接種につきましては、

対象者のおよそ９割の方が２回の接種を済ませています。 

１１月以降、新たに１２歳に到達した方を対象に、公立羽咋病

院において、１１月と１２月のそれぞれ第１木曜日に１回目、第

４木曜日に２回目の予約枠を設け、集団接種を実施しています。 

また、３回目の追加接種につきましては、２回目接種終了から、

原則８カ月以上経過した方が対象となり、接種の該当時期にあわ

せて、順次接種券を発送いたします。 

現在、関係医療機関などと協議・調整をしながら、３回目の接

種体制の整備に努めているところです。 

 

次に、地域経済の活性化対策について、ご説明いたします。 

今年度は、地域経済の下支えとして、これまで消費喚起や観光

振興、事業者支援を実施してきました。 

消費喚起策といたしましては、総額７億１，５００万円分のプ

レミアム付き「ＵＦＯ商品券」および１億０，８００万円分の「テ

イクアウトはくい商品券」を発行いたしました。 

また、１２月１日から「ＵＦＯカード」への入金に対して、 

２０パーセントのプレミアムポイントを付与する事業も予定して

います。 

 



   

 

  

消費喚起に合わせた観光振興策といたしましては、市内に宿泊

したすべての宿泊者に対し、３千円分のＵＦＯ商品券を配付して

おり、市内での消費拡大を支援するとともに、観光産業の基幹で

もある宿泊施設の利用を促進しています。 

国の緊急事態宣言が解除されたことを受け、石川県の県民向け

県内旅行応援事業も再開され、１０月の市内の宿泊施設における

稼働状況は、例年のおよそ８５パーセントまで回復している状況

です。 

本市といたしましても、首都圏での移住・定住や地域産品ＰＲ

イベントを活用し、積極的な情報発信を実施しています。 

事業者支援策といたしましては、事業継続を支援する「輝く羽

咋活性化給付金」の前期・後期分のほか、「輝く羽咋感染症対策

支援給付金」として、最大１５万円の給付を行っています。 

 

次に、高齢者外出支援タクシー利用料金助成事業について、ご

説明いたします。 

本事業は、本年４月から６５歳以上のみの世帯に対し、５千円

分のクーポン券を交付しているもので、コロナ禍における高齢者

の外出支援およびタクシー事業者の支援を目的としています。 

１０月末現在で、７，２７８枚、３６３万９千円分が利用されて

います。 

当初、クーポン券の有効期限を令和３年１２月末としておりま

したが、冬季利用の必要性を鑑み、有効期限を令和４年２月末ま



   

 

  

でに延長することとしました。 

 

次に、羽咋駅周辺整備について、ご説明いたします。 

（仮称）賑わい交流拠点施設につきまして、設計および管理運

営ならびに商業施設の提案を一括して公募し、１件の応募を受け

付けいたしました。大学教授や公認会計士らで構成される、事業

者選定委員会において提案内容を審査し、エステック不動産投資

顧問株式会社を代表企業とするコンソーシアムが、最優秀提案者

として選定されました。その報告を踏まえ、同コンソーシアムを

優先交渉権者とする決定をいたしました。 

今後につきましては、優先交渉権者と協議を行い、本事業の基

本協定および個別契約を年内に締結し、設計に着手していきます。 

また、現在、敷地の造成工事に着手するため、工事の発注を進

めています。 

周遊連絡道路につきましては、既存家屋７棟の解体工事が 

１０月末までに完了し、道路整備の一部区間を先行して工事着手

できるよう発注業務を進めています。 

都市計画道路・川原町線につきましては、１０月に地元説明会

を行い、関係者のご賛同を得て順調に用地交渉を進めており、 

１１月１６日現在、用地の取得率は３５パーセントです。 

県事業である長者川の整備につきましては、市道稲荷橋から 

八幡橋までの左岸側の河川改修工事に着手したことを確認してい

ます。 



   

 

  

輝く羽咋の実現に向けて、羽咋駅周辺整備を力強く進めており、

事業の更なる前倒しをするべく、国に予算の追加要望をしていき

ます。 

 

次に、千里浜インターチェンジ周辺の土地利用について、ご説

明いたします。 

住宅用地につきましては、地権者への説明会を終え、現在、用

地交渉を進めているところであり、取得でき次第、道路工事に着

手する予定です。 

商業用地につきましては、県道若部千里浜インター線沿道の土

地活用のさまざまな可能性を、調査・把握するためのサウンディ

ング型市場調査を９月に実施し、１０月２０日に調査結果を公表

しました。 

公表後、調査での意見を参考に、公募対象施設などの検討を始

める予定でありましたが、千里浜インターチェンジ周辺の進出に

興味を示す民間事業者から、数件の問い合わせがあることから、

今後、サウンディング型市場調査による民間事業者との個別対話

を再度実施し、改めて実現可能な事業形態を検討していきたいと

考えています。 

 

次に、第２期夕日ヶ丘分譲地について、ご説明いたします。 

平成３０年７月に２４区画の分譲を開始した夕日ヶ丘分譲地

につきましては、今月で完売いたしました。 



   

 

  

今後、分譲地北側に新たに１０区画の宅地造成事業を進めます。

なお、工事につきましては、年明けの１月から着工し、１月中旬

には１次の分譲募集を行う予定です。 

宅地造成事業は、若者の移住・定住に一定の効果があることか

ら、早急に提供できるよう進めていきます。 

 

次に、がんばる羽咋創生総合戦略の効果検証と評価結果につい

て、ご説明いたします。 

去る１０月２６日に、有識者会議「羽咋市まち・ひと・しごと

創生総合戦略会議」の代表者から、令和２年度実績に基づく総合

戦略に対する効果・検証報告書が提出されました。 

報告書では、全８１施策中６３施策について「取組内容を深

化・発展すべき」または「継続すべき」とし、１８施策について

は「取組内容を見直すべき」という検証結果となっています。 

「取組内容を見直すべき」と評価された施策の多くは、コロナ

禍により人の流れが抑制されたため、目標値に対して達成度が低

迷しています。 

また、戦略会議からは、新型コロナウイルス感染症という課題

に対応するための新たな施策を盛り込んだ、第２期総合戦略の改

訂案も示されました。 

この提言を踏まえ、「感染症対策の充実と地域経済の支援・強

化」を新たに加える改訂をしました。 

この報告結果と改訂した新たな総合戦略に基づき、新時代に対



   

 

  

応した市政運営につなげていく方針です。 

 

次に、協働の地域づくりについて、ご説明いたします。 

去る１０月２３日に羽咋すこやかセンターで、地域活動団体で

ある「学び合い５色の絵の具」とともに、「住民自治活動発表会・

学習会」を開催しました。 

発表会では、インターンシップの大学生を受け入れ、「神子の

里」のサービス拡充につなげている神子原地区の事例や、町会一

丸の協力体制の下、新たなコミュニティビジネスを創出した鹿島

路地区の事例が紹介されました。 

また、羽咋高校の生徒や、元地域おこし協力隊からの発表など

もあり、さまざまな視点から本市の地域づくりに対する報告が行

われ、およそ７０人の市民がこれからの地域のあり方を学習しま

した。 

地域ごとに課題は異なっており、各地域の現状をしっかりと把

握することが住民主体の地域づくりにつながると考えており、そ

のためのフォローアップを図っていきたいと考えています。 

 

次に、去る１０月２９日から３１日にかけて大阪で開催した

「羽咋フェア」について、ご説明いたします。 

羽咋フェアにつきましては、株式会社日本旅行との連携事業の

一環として、都市圏の関係人口および移住・定住人口の拡大を目

的に、大阪駅前のダイヤモンド地下街で、３年連続の開催となり



   

 

  

ました。 

来場者のエスコート役は、前回好評であった日本航空株式会社

のキャビンアテンダントが担い、新たに、妙成寺五重塔の砂像制

作の実演や、地域おこし協力隊も参加し会場を盛り上げ、通勤客

やファミリー層など多くの方々に本市の魅力を発信しました。 

さらに、地元からオンラインにより、ふるさと納税の紹介や移

住・観光情報のＰＲも行い、３日間のレジ通過者がおよそ 

１，０００人、売上額はおよそ１２５万円で、コロナ禍前とほぼ

変わらない盛況ぶりとなりました。 

今後も、首都圏だけでなく関西圏における羽咋ファンの創出を

図っていきたいと考えています。 

 

次に、移住・定住、関係人口拡大につながる広域連携事業につ

いて、ご説明いたします。 

本市と七尾市、中能登町の３市町で構成する能登地域移住交流

協議会では、１１月をＰＲ強化月間と定め、東京都千代田区の「ち

よだプラットフォームスクウェア」で、１カ月間、食の魅力発信

を切り口に能登地域の魅力をＰＲするイベントを開催しました。 

本市からは、道の駅のと千里浜の特産品販売のほか、首都圏の

方々に能登地域ならではの海の幸や山の幸を届け、観光や移住、

ふるさと納税に関する情報を発信しました。 

また、働き方セミナーを開催し、能登での暮らしぶりを紹介し

たほか、首都圏に住む３市町出身の大学生への応援イベントとし



   

 

  

て、無償でディナーを提供しました。能登地域全体の認知度や好

感度を底上げする成果があったと考えています。 

なお、１２月１５日には、３市町連携の企業向けワーケーショ

ンのモニターツアーを開催する予定であり、今後も広域的なスケ

ールメリットを生かし、地域への新たな人の流れの創出につなげ

ていきたいと考えています。 

 

次に、粟ノ保保育所の閉所と放課後児童クラブの新設について、

ご説明いたします。 

粟ノ保保育所につきましては、入所児童数が年々減少しており、

令和３年度当初で１０人、令和４年度入所申込数は９人となった

ことから、令和４年３月３１日で閉所することといたしました。 

粟ノ保保育所の保護者の皆さまには、現状の人数を踏まえ、 

８月から９月にかけて、個別にそれぞれ２回の聞き取りを実施い

たしました。 

また、令和４年度の入所申込人数が判明した１０月下旬には、

第２希望施設への意向をお聞きし、その後、保護者会への説明、

地元への説明を実施いたしました。 

今後は、希望保育施設に児童がスムーズに入園できるよう、保

育体験や施設見学、親子交流会を実施していきたいと考えていま

す。 

また、放課後児童クラブにつきましては、現在、市内の４クラ

ブで実施していますが、７月末時点で、各クラブの申込者が定員



   

 

  

を超え、８月以降の申込者を受け入れできない状況に加え、コロ

ナ禍で児童の状態が密となる心配な状況です。 

そこで、閉所する粟ノ保保育所を活用し、令和４年度から放課

後児童クラブを新設いたします。今後、クラブを運営する委託先

の選定、保育所の改修工事、粟ノ保小学校の児童、保護者への説

明などを順次行っていきます。 

 

次に、介護予防の推進について、ご説明いたします。 

現在、高齢者筋力トレ－ニング教室に通う方を対象に、１０月

から健康教育を５回シリーズで開催しているところです。 

栄養改善や運動、口腔機能の維持・向上の取り組みの普及によ

る健康寿命の延伸を目的としており、将来の医療費、介護給付費

の上昇の抑制にもつなげようとするものです。 

また、１１月１日からは羽咋市介護予防ポイント事業を開始し、

介護予防に関わる無償のボランティアや、介護予防活動への参加

者にＵＦＯポイントを付与することで、介護予防に対する意識の

向上や、健康を維持し閉じこもりを防ぐことを目指しています。 

 

次に、高齢者のみの世帯が地域で安心して生活するために、本

市で取り組んでいる２つの事業について、ご説明いたします。 

１つ目の事業として、主に７５歳以上のみの世帯を対象に、体

調の急変時や災害時の対応に備えた「緊急時あんしんシート」を、

令和２年３月から希望者に配付しています。 



   

 

  

「緊急時あんしんシート」は、かかりつけの医療機関や服用し

ている薬、緊急時の連絡先などの情報を容器に入れ、冷蔵庫のド

アポケットに保管するもので、緊急時に駆け付けた救急隊員の迅

速な処置と家族などへの連絡に活用されています。１１月１日現

在の登録者数は３１９人となっています。 

 

２つ目の事業として、認知症などにより行方不明の心配がある

方を対象に「あんしん見守りシール」を、本年１０月１日から希

望する家族などに配付しています。 

「あんしん見守りシール」は、衣服などに貼りつけるＱＲコー

ド付きのシールで、発見者がＱＲコードを読み取ると、家族や羽

咋警察署、羽咋消防署などに自動メールが発信されるシステムで

す。１１月１日現在の登録者数は３人ですが、隣接する宝達志水

町や中能登町、氷見市なども導入しており、広域的な早期発見の

ネットワークに繋がるものとして、現在普及に努めています。 

 

次に、ＡＩ乗合タクシーの実証実験および地域公共交通計画の

策定について、ご説明いたします。 

本市では、ＡＩなどの新技術を活用した地域公共交通ネットワ

ークやサービスの導入を目的として、ＡＩオンデマンド交通シス

テムを活用したＡＩ乗合タクシー実証実験を、１０月から実施し

ています。これまでに、１日あたり多い時で２１人、平均で 

１０人程度の利用がありました。 



   

 

  

来月下旬には、実証実験の利用状況などの分析、検証結果を基

に、地域公共交通協議会で、新年度からの導入について議論して

いただくとともに、地域公共交通計画の策定を今年度中に行う予

定です。 

 

次に、市民の声を聞く施策について、ご説明いたします。 

去る１０月２２日に、新成人を対象に「若者が市長と語る会」、

１１月２７日には、子育て世代を対象に「子育て世代が市長と語

る会」を開催しました。 

「若者が市長と語る会」につきましては、オンラインでの参加

も含め１４人の新成人が参加し、若者が思う羽咋の魅力や女性が

住みやすいと思う環境について意見交換を行い、若者たちから見

た、羽咋市に対する率直な思いや提案をいただきました。 

「子育て世代が市長と語る会」につきましては、未就学児の保

護者を中心に１３人が参加し、子育ての体験談を基に意見交換を

行い、子育てにやさしい環境づくりなどの提案をいただきました。 

さらに年明けの２月には、「女性が輝くまちづくり」を目指し、

女性を対象に「市長と語る会」を開催する予定です。 

さまざまな世代の方との意見交換を進めていくとともに、いた

だいた提案につきましては、施策に反映していきたいと考えてい

ます。 

 

 



   

 

  

次に、今年度の道路除雪対策について、ご説明いたします。 

 除雪対策につきましては、去る１１月１９日に羽咋市道路除雪

対策会議を開催し、町会関係者および民間除雪協力事業者に対し

て、ご協力をお願いしたところです。 

 市の除雪計画に基づき、１２月１日から道路除雪対策本部を地

域整備課内に設置し、道路の積雪に対応していきます。 

大型除雪機械の配備につきましては、民間からの借り上げを含

め、５４台体制で対応するとともに、積雪量が多い時には、さら

に１１台増やし６５台体制で対応する予定です。 

また、狭い道路や歩道用の小型除雪機械につきましては、 

３４台を保有しており、町会に貸し出しするなど、市民の皆さま

のご協力を得ながら道路交通の確保に努めていきます。 

 

以上申し述べまして、提出案件の説明に入ります。 

今議会に提出いたしました案件は、予算案４件、条例案１件、

その他４件の合計９件です。 

 

議案第６６号 令和３年度羽咋市一般会計補正予算第９号に

ついて、ご説明いたします。 

今回の補正のうち、歳出の主な内容は、国の緊急経済対策によ

る都市構造再編集中支援事業費補助金の追加に伴う羽咋駅周辺整

備事業や、新型コロナウイルスワクチン追加接種に伴う体制整備、

ペーパーレス会議システム構築にかかる増額補正などです。 



   

 

  

また、公債費の後年度負担軽減を図るため、市債の繰上償還に

係る費用を計上いたしました。 

歳入では、事業実施に伴う国県支出金などの増額や、繰上償還

に伴う減債基金からの繰り入れなどが主なものであり、財政調整

基金積立金の減額により収支の調整を行うものです。 

これにより、歳入歳出それぞれ４億６，８８５万円を追加し、

予算総額を１３４億１，７９０万５千円に定めようとするもので

す。 

 

議案第６７号 令和３年度羽咋市水道事業会計補正予算第３

号につきましては、人事異動に伴う人件費の増額補正であり、 

収益的支出で１１０万円を追加し、予算総額を 

５億９，３７１万８千円とし、資本的支出で５０万円を追加し、

予算総額を３億６，５５０万円に定めようとするものです。 

 

議案第６８号 令和３年度羽咋市下水道事業会計補正予算第

３号につきましては、人事異動に伴う人件費の増額補正であり、

収益的支出を３８万円追加し、予算総額を７億９，０８８万円に

定めようとするものです。 

 

議案第６９号 羽咋市国民健康保険条例の一部改正につきま

しては、健康保険法施行令の改正に伴うもので、出産育児一時金

に係る支給内訳について、所要の改正を行おうとするものです。 



   

 

  

議案第７０号 財産の処分につきましては、本市が所有してい

る川原町の八幡神社用地を、「宗教法人羽咋神社」に無償譲渡いた

したく、地方自治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするも

のです。 

 

議案第７１号 千里浜観光交流拠点施設の指定管理者の指定

につきましては、同施設の指定管理期間が令和３年度末で終了す

ることから、審査委員会を開催し審査した結果、「羽咋まちづくり

株式会社」が、指定管理者として適任であるとの報告をいただき

ました。 

この結果を受けて、同法人を指定管理者といたしたく地方自治

法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものです。 

 

 議案第７２号 羽咋市市民活動支援センターの指定管理者の指

定につきましては、同センターを令和４年４月１日から指定管理

施設として運営するため、新規に事業者を公募し、選定委員会を

開催し審査した結果、「社会福祉法人羽咋市社会福祉協議会」が、

指定管理者として適任であるとの報告をいただきました。 

この結果を受けて、同法人を指定管理者といたしたく地方自治

法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものです。 

 

 議案第７３号 羽咋市ファミリーランド等の指定管理者の指定

期間の変更につきましては、羽咋市ファミリーランド、羽咋市ち



   

 

  

びっ子自然センターおよび羽咋市ふれあいキャンプ場の指定管理

者の指定期間は、令和４年３月３１日まででありますが、令和 

５年度から眉丈台地自然緑地公園を含め、一体的かつ効率的な施

設の管理運営を目指すため、現行の指定管理者の指定期間を１年

間延長しようとするものです。 

 

議案第７４号 令和３年度羽咋市一般会計補正予算第１０号

につきましては、歳出では、新型コロナウイルス感染症の長期化

に伴い子育て世帯を支援するため、１８歳以下の子どもを養育し

ている方に対し、子ども１人あたり５万円の臨時特別給付金の支

給を行うものです。 

歳入では、事業に伴う国庫支出金を計上しました。 

これにより、歳入歳出それぞれ１億２，３００万円を追加し、

予算総額を１３５億４，０９０万５千円に定めようとするもので

す。 

 

以上をもちまして、提出いたしました全案件の説明を終わりま

す。詳細につきましては、質疑、質問あるいは各常任委員会にお

いて、ご説明いたします。 

 

何とぞ、よろしくご審議の上、適切なるご決議を賜りますよう

お願いいたします。 


